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研究の要約 

パイナップルに含まれるプロテアーゼのはたらきにより，生のパイナップルを用いるとゼラチンが固

まらないことが知られている。しかし 2019年に本校の先輩がパイナップルとクエン酸と MgCl2を加え

るとゼラチンは固まり，これはクエン酸と Mg2+がシステインプロテアーゼの活性を阻害するためであ

る，という考察を行っている。私たちはこの現象がゼラチン特有の現象なのかどうかを調べるととも

に本当にクエン酸とマグネシウムが果汁中のプロテアーゼを阻害しているかを確認することとした。

ゲル化したゼラチンの分解実験やアルブミンを基質とした，既知のプロテアーゼやそのプロテアーゼ

阻害剤と比較実験を行った。その結果，クエン酸イオンと，Mg2+と Ca2+のいずれかが両方存在すると

きパイナップル果汁のプロテアーゼ活性は大きく低下した。また，クエン酸イオンと Mg2+が存在する

ときパイナップル果汁やブロメライン，パパインをアルブミンに作用させたときの SDS-PAGEの泳動パ

ターンからアルブミンの分解が抑制されており，システインプロテアーゼ阻害剤を加えた時のものと，

酷似していたことからシステインプロテアーゼ活性が低下したと考えられる。以上のことからクエン

酸と二価の陽イオンが作用してシステインプロテアーゼのはたらきが抑制されると考えられる。今後

はこの阻害が競争阻害によるものなのかアロステリック阻害によるものなのかを明らかにするなど，

阻害のしくみについて明らかにしていく予定である。 

 

●確認事項 

研究に用いているもの 

（人間、脊椎動物、微生物、組み換えＤＮＡ、細胞組

織、どれも用いていない） 

どれも用いていない 

大学・研究機関などでの実験や装置使用があるか いいえ 

昨年までの研究からの継続研究か はい（継続研究である） 
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